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審査・評価委員会 主査 副査 ＪＫＡ事務局

割振り方法
①補助事業応募総数を審査委員総数で除する。［件数の平準化］
②担当案件は各審査委員にアトランダムに割振る。［先入観・恣意性の排除］
③主査と副査の組み合わせはアトランダムに決定する。［恣意性の排除］
④主査・副査の組み合わせはオフィシャルにはしない。［審査の厳格化］

審査体制及び審査の流れ
（案）及び審査・評価マニュア
ル（案）についての審議

事務局による「組織審査」
・「組織審査」の結果により、補助事業として「不適」と判断され
る場合もある。「組織審査」の結果、「適」と判断された場合は以
下の手続きを行う。

事業審査（採否案作成）のための資料送付
・基本的には生データをＣＤ化して、担当の主査・副査に同時送付す
る。また、ＪＫＡ事務局は必要に応じて資料の整理を行う。その
他、主査、副査の採否案作成のために必要な各種サポートも併せ行
う。

「審査シート」を事務局
に送付

「審査シート」を事務局
に送付

　

　

事業審査結果を主査が提案 　

委員会で審議・了承

補助事業　審査体制及び審査の流れ（案）

ＪＫＡ理事会　⇒　大臣認可　⇒　補助事業内定

 ・事務局に送付された「審査シート」をベースに主査・副査
によるチェックを行う。

・

・

・

・

Ａ委員（主査）
（グループ１の主査）

Ｂ委員（主査）
（グループ２の主査）

Ｃ委員（主査）
（グループ３の主査）

・

・

・

補助事業

応募総数

Ａ主査 Ｂ副査

Ｃ主査

Ｄ副査

補助事業

応募総数 Ｂ主査

Ａ副査

Ｄ委員（主査）
（グループ４の主査）

Ｄ主査 Ｃ副査

割振りはアトランダムに行う

（応募総数）÷（審査委員総数）

Ａ主査

ＪＫＡスタッフ

１人の主査に対して、

主査の各種サポート

を行う専任のＪＫＡ事

務局スタッフを配置す

る。

・

・
・

・

主査と副査の組み合わせはアトランダムに行う

１人の主査に対して１人の副査

ＪＫＡ

主査 副査

「主査・副査チェックの

方法（案）」については、

次の資料を参照。



　

説明

・事務局は担当案件に関する要望書類（ＣＤ版）
及び審査シートを主査・副査に同時送信する。

・主査、副査は補助事業の事業審査後、「審査
シート」を事務局に各々送信する。

・事務局は「主査、副査から返送された審査シー
ト」を元に「審査結果表」を作成し副査に送付す
る。

・副査は「チェックが終了した審査結果表」を事務
局に送付する。

・副査はチェック終了時にサインをする。

・事務局は「副査によるチェックが終了した審査
結果表」を主査に送付する。

・主査は「最終チェックが終了した審査結果表」を
事務局に返送する。

・主査はチェック終了時にサインをする。

④副査への結果報告

・事務局は「主査による最終チェックが終了した
審査結果表」を副査に送付する。

主査・副査チェックの方法（案）

主査・副査から審査シートが送付された後の手順

①審査シートへの記入

②副査のチェック

③主査の最終チェック

ＪＫＡ

主査 副査

ＪＫＡ

副査

ＪＫＡ

副査

ＪＫＡ

主査

ＪＫＡ

主査

ＪＫＡ

副査

ＪＫＡ

主査 副査

審査シート

ＣＤ化された要望書類

記入済・審査シート

主査＋副査

審査結果表（ＪＫＡ作成）

副査チェック済・審査結果表

副査チェック済・審査結果表

主査最終チェック済・審査結果表

取りまとめる

担当案件リスト

副査のチェック確認サイン

主査の最終チェック確認サイン


